
Trend Vision One – Endpoint Security
サイバー攻撃の対策の第一歩

Trend Vision One – Endpoint Security

• システムへの侵入や内部活動を防ぐ
脆弱性対策機能 (IPS/IDS)

• 攻撃ツールやランサムウェアを防ぐ
不正プログラム対策機能
(パターンマッチ型/機械学習型/振る舞い検知型)

• 保護対象から様々な情報を収集、
トレンドマイクロのスレッド
インテリジェンスをもとに
リスク度合いとともに脅威を提示

• 感染端末のリモート隔離など
被害拡大を防ぐ機能も提供

• 不正プログラムに感染した場合も
再感染を防ぐパターンファイルを提供
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多様な攻撃を防ぐ

多層防御

迅速な対処を支える

XDR

柔軟な運用をご支援するため、
年額版のライセンスをはじめ
複数の購入方法をご用意！

<年額ライセンス購入イメージ>
クライアントPC×500台、サーバ×50台を
不正プログラム対策、脆弱性対策、XDRで保護

クライアントPC(¥8,210/台)=¥4,105,000
サーバ(¥194,400/台)=¥9,720,000 Total ¥13,825,000

クライアントPC～サーバ、
オンプレミス～クラウドを

1製品で保護

攻撃を防ぐ多層防御と
万が一のインシデントに

いち早く対処する
XDRを1製品で両立

Trend Vision One



EDR→XDRが必要な理由とは？

【①ネットワーク侵入】 【②内部活動】 【③情報窃取・暗号化・恐喝】

侵入経路はVPN,RDP経由や脆弱性利用など
社内ネットワークへ直接侵入 が多い

正規経路 / ツールを利用
↓

XDRによる検出で
監視しておくことが重要

多岐の端末に渡って
侵害が行われる

↓
XDRによる

データ相関分析が重要

2022年 当社がIR対応したランサムウェア
”Human Operated”であった割合

東京本社
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統合サイバーセキュリティプラットフォーム
“Trend Vision One”

本サービスについては
左のQRコードから

お問い合わせください

豊富なナレッジをもとにシステムを狙う
多様な攻撃をいち早く検知

あらゆるデータを
単一のデータレイクに集約

⇦Trend Vision One 
– Endpoint Security に
関する詳細情報はこちら
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